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コ ン プ 苗 播 き 増 殖 試 験

沢田 溝 ｡須藤 潔 ｡三木 文興

は じ め に

本年度は､昨年度採苗したコンプ種苗を使用して､(1)種苗の生残 り比軟試験 と(2)苗播き試験を実施し

たo

Ⅰ 生 残 り比 較 試 験

試 験 場 所

東津軽郡三厩村

試 験 期 間

昭和 47年 4月～48年 3月

試 験 方 法

昭和 46年 12月2日に天然採苗した種苗を使い､昭和 47年 3月 14日に ､水深別 (2m,10m)

に垂下養成を開始したo但 し試験施設の大半が切断流失 (船舶事故) したため､残った養成 ロープを昭

和 47年6月10日に再設置 したO

をお ､垂下深度はこの際に 4m層と6m層との比較に変更 したoこのコンプについて､生残 りおよび

2年コンプ-の移行 ''(再生現象 :以後これをN.B.で表わす)の状況を､昭和 47年 10月 7日,ll

月9日､昭和48年 1月 10日の 3回にわた って調査 した｡コンプ種苗は試験用 ロープの下部 1mの部

分に巻きつけた｡

試験結果 および考 察

第1表に示 した様に､水深別のコンプの生残 りについては､4m層では､第1回調査でのコンプの平

均個体数を 100とすると第3回目では 34であり3分の1程度しか残 らず､生残るものが少をかった0

6m層では､それが 100から80で生残るコンプが多いことがわかる｡

また第 2表にみられたように ､N. B.についてみると､4m層ではコンプ平均個体数が 第1回目調

査の時の約45本か ら第2回目調査時以降約 15本とかを り減少しているが､N.B.を示すコンプ個

体数は約 6本で増減は見られをho 6m層ではコンプ平均個体数は各調査時共約32- 3 9本とあせり

差はないが､ N･B･を示すコンプ個体数は､第1回調査時の 1,5本か ら第2,第3回調査時では､それぞ

れ 10本､16.5本 と次第に増加 し､ 4m層に比較して 2年コンプに生残 り得る個体数が多い傾向がみ
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られた｡

天然コンプにおいても､浅い場 所 (水深約 5m)より探し1場所 (水深約 8m)の方が ､再生現象を示

すコンフ.が多い ことが報告されているが ､本試験においでも同様を傾 向が得 られた｡

第 1表 調査 ロープ1本当りのコン7替残 り個体数お法び

再生現象を示すコンプ (N･B･)の固体数調査結果 第 2表 :苗播 き地点枠取 り調査結果 (]mxlm)

雷 署 第 1 回 第 2回 第
ろ回昭和 昭和

昭和47生10月7日ip:主47年11月9日

48年1月10日コ ンプ 闇 醸 コノブ

t瑚 象i コンプ 棚 象平 均 コンプ平 _;7-I-.#..

均憐 数 ;ソプ平平 均 コンプ平

固体数 樹齢 数 均声鉢数 個轍 個 停数4m 45.5本(190) 6

本 17(58) 6本 15.5本(54) 7.5本6m 59.5*(10b) 1.5本 55本(由) 10本 52本(8])
16.5本;ヂl深 底質 繁

茂レnハ 動 物 調 査る

海藻 そ の 他 月 日6.5一秒磯 スガモ 昭和47年m 1.550才 4月25日佐井 2.5m 岩盤転石 ケウルシクサアオサスジメ
キタムラサキウニ5.5コ.298才アワビ 0.5コ

イトマキヒトデ1コ目許rj47年

5月1日

戦佐井は第 1回 目の苗播 き場所

敬(柄 の数字は第1回目の個体数 を100とし出

物 比率飼え向日:舶 卯年71月柑̀ (

才2回月)ly.)2

0JS10502DJDのSD伽 の J40160く叫 0bJo6DSD 10m

止0160(叫鋼査朋 :郎 4才卑1射0月(3

3庖B)(./.):虐錦五舶 臥 1



育水増事業析賓Vol･3(1974)

次に､第 1図に示 した ように コンプの葉長とN･B.の関係についてみると､第2回冒､第3回日の

調査とも､葉長の短い もの (約80cm以下のもの)に N･B･を示すコンプが多い傾向がみられた｡

以上の事から､コンプの生残 り､再生現象を考えると､首播き用種苗の蕃成および苗播き.の水深は 6

m以探が よいと思われるが､更に採苗時期別と6m層以探の生残 りをどについては今後検討したい｡

Ⅱ 苗 播 き 試 験
試 験 場 所

東津軽郡三厩村 下北郡佐井村

試 験 期 間

昭和 47年4月～48年 3月

試 験 方 法

昭和46年 12月に天然採苗した幼コンプ (葉長 50- 100cm)の着生 しているロープを 10- 1

5C7かこ切 り､それを基質にタキロン線､ ビニールテ ープで緯着したもの (写真 1参照)をそれぞれの漁

場に播いた｡苗播 きは､三厩では昭和 47年4月26日に実施 し､佐井では昭和47年 5月 28日に実

施したが､佐井においてはその後 昭和 47年 6月21日に観察 したところ､ウニに よって苗播 きし

たコンプが 食害されてV､たので､再度首

播きを行そったo

その後 2回にわた りスキニーバ潜水

により､コンプの生育状況､基質の状

況の追跡調査を行浸ったO

苗播 き場所の面積は､それぞれ約 2

5mX25mで､三厩の場合にはコン

プを結着 した基質3 78個､佐井の第

1回の場合には 250個､第 2回には

202個を播いた｡をか基質には建築

用鉄製 カスガイで､長さ19cm､14

C7花､ 11cm､重さはそれぞれ 2409

50才､ 42才の≡種類を使用しt､14

4cm､11cmの短いものは軽いため 2

- 5本を組として使用 した｡

写真 Ⅰ 苗播きカスガイ(三

厩 )(昭和･47年 明 26日 )試験結果および考察第2表にみられるように､苗播

き場所の底質は ､三厩では砂礁地帯でスガモのソウ生が見られるo佐井では､ 第 1回目は岩盤､転

石地帯で､殆んど見るべき海藻 もをくわずかにケ ウル シグサ､ ア オサ､スジメが少数あるのみで､苗播

き地点の周囲には多くのウニが生息 していた0第 2回目は第1回目と-同じ岩盤､転石地帯で第1回 目よりやや ウニの少をh場所である｡
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-苗播 き後の状況は第 3表に示 した｡三厩地先で問題 と在るのは ､苗播 き後の基質の分散 ､移動が大き

い ことで､10月 7日の調査では ､採集された基質はわずか 7本にす ぎをかった｡これはこの地先の底

質が砂疎であるの と､潮流が速レ､ことに よる ものと思われる｡

第 3表 苗 播 き 後 の 観 察 結 果

詣李月日場戸 昭和 47年 4月 26日 昭 和 47年 8月 51日 昭和 47年 10月

7日厩 苗播 きカスガイ578.個を投入 カス示 11個再集 し廉 が苗せ き ･カスガイア個再

集 したがその使用 した種苗は長さ50- 地点よ り分散､移動が激 しい○ うちコ

ンプの着生は 1本の100cmで1本のカスガイに5- カヌガイについてる コンプは根を み〇

百播 き地点からの分散.∴10本付着した ものを使用 し せきつけているの

が見 られたo 移動が激 しい○た○ (写真 1参照) 中には カスガイが砂草転 うまb､コンプの実体だけが出

ているもの もあフキO停 真耳参照)妻 熟 昭和 47年 5月8日 昭

和 47年6月 21日 昭和 47年 7月 15日佐井 第 1回甫播 きカスガイ250個 第 2回苗まき

､.第 1回苗ま き 約 90帝のカスガイに コンフがを投入､使用 した種苗は50

のコンプは1本 も残っておらず ついてお り､殆ん ど分散 ,～100cmで ､1本のカスガイ カスガイだけであった○ この原

i因は ウニに上る食害と考え録1.移 動 はな く投入 時 の

状態に 5-10本付着 した もの であるoただし､苗せき地Jを使

用した○ _るので､場所を変更 してカスガイ点の周囲に ウニの靖集が見イ202個を投入 したo種苗に使用 した コンプは 50-150cmで､
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佐井地先に卦いては､5月8日の第1回目の苗せきは､ウニの蛸集場所に苗播きをしたためか､6月

21･日の調査では､コンプは 1本 も牽く,基質のみが残っていた｡ これは､基質の移動によるコンプの

脱落ではをく､ウニの食害に よるものと思われる｡

以上の事から､今後は適地 (特に他の動植物との関係)と基質 扮 散､移動の少をいもの)について

の検討が必要である｡三厩､佐井両地先に苗せきしたコンプの今後の生長､二年コンプ-の移行状態に

ついては､次年度さらに追跡調査を続ける予定である｡
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